
社団法人 精華町シルバー人材センター 

 

集合場所 ： 祝園駅東口前 

解散場所 ： 近鉄狛田駅前（JR下狛駅） 

所要時間 ： ６時間 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
社団法人 精華町シルバー人材センター   

 

⑯僧坊 若王寺（｢拾遺都名所図会｣） 

≪コース・約8㎞≫ 

巡礼の道、第十一番～第十七番を歩きます。 
 

持 ち 物：弁当、お茶、タオル、雨具など 

 

祝園駅 

狛田駅 

【廃寺】 【廃寺】【廃寺】【廃寺】



南
山
城
三
十
三
所
は
、
貞
享
の
こ
ろ
（
一
六
八
四

〜
八
八
）
相
楽
郡
綺
田
村(

山
城
町
内)

の
東
光
寺
に

住
む｢

じ
ょ
は
ん｣

（
如
範
）
と
い
う
僧
が
、
篤
く
観
音

を
信
仰
し
、
西
国
巡
礼
に
な
ら
っ
て
南
山
城
内
に
三

十
三
の
霊
場
を
選
び
、
御
詠
歌
を
作
っ
て
人
々
に
勧

め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

南
山
城
三
十
三
所
の
札
所
は
、
加
茂
町
五
、
木
津

町
五
、
精
華
町
七
、
田
辺
町
七
、
井
手
町
三
、
山
城

町
六
で
、
計
十
里
二
十
六
丁
（
約
四
二
粁
）
の
行
程
で

し
た
。
こ
れ
は
当
時
で
も
数
日
で
一
巡
で
き
る
距
離

で
、
綴
喜･

相
楽
二
郡
の
代
表
的
な
観
音
霊
場
が
選

ば
れ
て
い
た
。 

 

山
城
町
上
狛
林
の
小
林
家
に
残
る
『
南
山
城
三
十

三
所
巡
礼
記
』
（
巡
礼
記
）
は
、
小
型
の
懐
中
本
で
、
そ

れ
に
よ
る
と
、
貞
享
の
こ
ろ
に
成
立
し
、
賑
わ
っ
て
い
た

南
山
城
三
十
三
所
も
次
第
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
九
月
、
井
手
郷
玉
水
の

橘
講
が
復
興
し
よ
う
と
し
て
、
原
本
の
ま
ま
『
巡
礼

記
』
を
再
刊
し
た
と
い
う
。 

 

明
治
維
新
期
の
神
仏
分
離
政
策
と
、
そ
れ
に
続
く

廃
仏
毀
釈
、
寺
院
の
統
廃
合
に
よ
り
、
『
巡
礼
記
』
の

三
十
三
所
の
う
ち
、
約
半
数
の
十
七
ヵ
寺
が
廃
寺
と

な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
半
数
が
宮
寺
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

て
南
山
城
三
十
三
所
は
消
え
て
い
っ
た
。 

 
 
 

如
月
会 

『
江
戸
時
代
の
南
山
城
三
十
三
所
を
訪
ね
て
』
よ
り 
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南山城三十三所観音霊場一覧（ 精華町内 ） 
                                       ○現存 ○廃寺 
 霊  場  名 『巡礼記』 

の 本 尊 
所  在  地 

(廃寺跡は推定地を含む) 
合併 および 
継 承 寺 院 

備  考 

⑪祝園 禅福寺 十一面観音 精華町祝園国友 36   

⑫南庄 願成寺 十一面観音 精華町南稲八妻政ヶ谷 45 蓮台寺 寺跡は現在民有地 

⑬北稲八間 観音寺 十一面観音 精華町北稲八間焼山 35  寺跡は北稲区集会所 

⑭北稲八間 岡本寺 聖 観 音 精華町北稲八間焼山 35  当寺へ観音寺が移転 

⑮僧坊 神宮寺 十一面観音 精華町下狛長芝 24  鞍岡神社境内石段上の北 

⑯僧坊 若王子 千手観音 精華町下狛林前 9   

⑰菱田 長福寺 十一面観音 精華町菱田十の坪 21-1 西方寺 寺跡は菱田区集会所 
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ほ
う
そ
の
（
禅
福
寺
） 

十
一
番 

ぜ
ん
ふ
く
じ 

 

本
尊
十
一
面
御
た
け
二
尺
五
寸 

 

是
よ
り
み
な
み
庄
へ
二
十
丁 

は
ふ
（

祝

そ
の
園

）

ゝ 

た
け
も 

し
づ
か
に 

ふ
く
か
ぜ
を 

よ
に
ま
さ
り
た
る 

こ
ゑ
か
と
ぞ
き
く 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

 
 
 
 
 
 

普
門
山 

禅
福
寺 

寺
伝
は
聖
武
天
皇
の
命
に
よ
り
天

平
年
間
（
七
二
九
〜
四
九
）
の
創
建

と
伝
え
る
。
応
仁
の
兵
火
に
遭
い
、

大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
再
建
し

た
が
そ
の
後
も
度
々
焼
失
し
、
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）
悦
川
和
尚
に
よ

り
復
興
さ
れ
る
。 

 

本
堂
に
は
、
木
造
十
一
面
観
音
立

像
（
玉
眼
嵌
入
）
と
、
時
國
天
・
多

聞
天
立
像
が
安
置
さ
れ
、
南
山
城
三

十
三
所
の
御
詠
歌
の
額
も
か
け
ら
れ

て
い
る 

い
な
づ
ま

（

稲

妻

）

や 

ふ
る 

あ
め
ま
で
も
此
む
ら
の 

ね
が

（
願
）

ひ
の
ま
ゝ
の 

て
ら

（
寺
）

を
た
め
し
に 

み
な
み
し
ょ
う
（
願
成
寺
） 

十
二
番 

ぐ
は
ん
ぜ
う
じ 
 

本
尊
十
一
め
ん
御
た
け
一
尺
五
寸 

 

是
よ
り
北
い
な
や
つ
ま
へ
八
丁 

 

十
一
面
観
音 

安
置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蓮
台
寺 

維
新
直
後
、
明
治
政
府
の
神
仏
分

離
・
神
道
国
教
化
政
策
よ
っ
て
全
国
の

寺
院
の
半
数
が
廃
寺
に
な
っ
た
。 

 

山
城
国
一
揆
の
最
後
の
砦
と
な
っ

た
稲
八
妻
城
が
攻
め
亡
ぼ
さ
れ
た
際

（
明
応
三
年
、
一
四
九
三
）
に
、
討
ち

死
に
し
た
人
々
の
慰
霊
の
た
め
政
ヶ

谷
に
建
立
さ
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
願

成
寺
も
そ
の
余
波
を
受
け
、
明
治
七
年

廃
寺
と
な
っ
た
。 

持国天立像 十一面観音立像 

願成寺跡 

願成寺の石造物群 

願成寺の石造物群 

【廃寺】

聖観音菩薩 

薬師堂 
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北
い
な
や
つ
ま
（
観
音
寺
） 

十
三
番 

く
わ
ん
お
ん
じ 

 

本
尊
十
一
面
御
た
け
五
尺 

 

是
よ
り
お
か
も
と
て
ら
へ
壱
丁 

よ
を

（
世
）

す
く
ふ 

な
に
も 

し
ら
る
ゝ 

い
な
や
づ
ま 

な
を

（
名
）

た
の
み
こ
そ 

た
れ
も
か
け
け
れ 

真
言
宗
智
山
派 

 
 
 
 
 
 

和
光
山 

観
音
寺 

（
町
指
定
文
化
財
） 

真
言
宗
・
智
積
院
末
寺
で
、
延
宝
四
年

（
一
六
七
六
）
僧
侶
の
托
鉢
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

明
治
の
初
め
北
稲
八
間
村
小
学
校
を
こ

の
地
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
廃
寺
で

あ
っ
た
今
の
岡
本
寺
境
内
に
移
さ
れ
た
。 

こ
の
寺
は
古
く
か
ら
観
音
講
を
中
心
に

維
持
さ
れ
て
い
る
。 

お
か
も
と
に
た
つ

（
立
）

す
ぎ

（
杉
） 

な
ら
で
し
る
し
に
も 

の
り

（
法
）

の
す
が
た
の 

や
な
ぎ

（

柳

）

な
り
け
り 

北
い
な
や
つ
ま
（
岡
本
寺
） 

十
四
番 

お
か
も
と
で
ら 

 

本
尊
聖
観
音
御
長
一
尺
八
寸 

 

是
よ
り
僧
坊
み
や
て
ら
へ
八
丁 

継
承
寺
院 
 

観
音
寺 

明
治
初
年
廃
寺
と
な
る
。 

 

創
建
年
代
は
定
か
で
な
く
、
檀
家
の

無
い
信
者
寺
で
地
域
の
人
た
ち
に
支

え
ら
れ
て
い
た
。 

遺
さ
れ
た
位
牌
か
ら
見
て
、
江
戸
時

代
の
領
主
村
雲
御
所
瑞
龍
寺
関
係
者

の
菩
薩
を
弔
う
こ
と
に
関
係
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。 

【廃寺】 

十一面観音立像 

観音寺旧本堂 

岡本寺の本尊と思われる菩薩形立像 

旧岡本寺 全景 

観音寺遺跡 
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そ
う
ぼ
う
く
ら
お
か
や
ま
（
神
宮
寺
） 

十
五
番 

じ
ん
ぐ
う
じ 

 

本
尊
十
一
面
御
た
け
八
寸 

 

こ
れ
よ
り
に
や
く
わ
う
じ
へ
二
丁 

 

一
す
じ
に 

ふ
た
よ

（
二
世
）

の 

こ
と
も 

い
の
り
お
く 

く
ら
（

鞍

を
か
岡

や
ま
山

）

に 

の
ぼ
り
け
る
か
な 

十
一
面
観
音 
安
置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

若
王
寺 

 

 

鞍
岡
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
宮
寺 

鞍
岡
神
社
は
、
寛
弘
五
年(

一
〇
〇
八)

京

都
北
野
社
よ
り
勧
請
し
創
立
さ
れ
た
と

い
わ
れ
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に

鞍
岡
山
天
満
宮
か
ら
鞍
岡
神
社
と
改
称

し
た
。 

 
昔
は
石
段
の
中
程
か
ら
右
へ
脇
道
が

あ
り
、
神
宮
寺
へ
通
じ
て
い
た
ら
し
い

が
、
今
は
登
り
つ
め
た
北
側
の
平
坦
地
の

林
が
寺
跡
だ
と
、
神
主
さ
ん
に
案
内
さ
れ

る
。 

 

神
社
麓
の
若
王
寺
大
師
堂
前
に
は
、
文

亀
元
年(

一
五
〇
一)
の
石
塔
土
台
が
あ

り
、
堂
内
に
は
、
神
宮
寺
の
本
尊
か
と
思

わ
れ
る
十
一
面
観
音
坐
像
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。 

し
る
べ
あ
る 

と
き
に 

ま
か
せ
て 

し
も
（

下

つ
ご
ま
狛

） 

わ
か

（
若
）

き
も
お
ひ

（
老
）

も 

十
こ
へ
ひ
と
こ
ゑ （

若 

王 

子
） 

十
六
番 

に
や
く
わ
う
じ 
 

本
そ
ん
千
手
御
た
け
二
尺
五
寸 

 

こ
れ
よ
り
ひ
し
だ
へ
六
丁 

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派 

 
 
 
 
 
 

鞍
岡
山 

若
王
寺 

 

寺
伝
に
よ
る
と
行
基
の
創
建
と
あ
り
、

ま
た
貞
観
三
年
（
八
六
一
）
三
井
寺
の
智

証
大
師
円
珍
が
、
こ
の
地
に
開
い
た
円
満

院
と
の
縁
を
ひ
く
寺
と
も
伝
え
ら
れ
、
源

平
争
乱
で
焼
失
し
た
。 

そ
の
後
、
桃
山
時
代
に
僧
経
空
慈
典
が

京
都
の
禅
林
寺(

永
観
堂)

か
ら
梵
鐘
を
譲

り
受
け
当
寺
を
復
興
し
た
そ
う
で
す
。 

 

大
師
堂
の
智
証
大
師
坐
像
は
、
平
安
後

期
の
作
で
重
要
文
化
財
で
す
。
同
じ
大
師

堂
に
、
千
手
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て

お
り
、
お
堂
の
前
に
は
百
六
十
年
前
に
奉

納
さ
れ
た
詠
歌
額
が
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

【廃寺】

← 
若王寺に残る

「神宮寺」銘

の石塔土台 

十一面観音坐像 

↑智証大師坐像 

千手観音菩薩像 → 

神宮寺跡 
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廃
寺
と
な
っ
た
年
月
日
は
未
詳
。 

長
福
寺
の
本
尊
や
什
物
は
近
く
の
西
方
寺

に
引
き
継
が
れ
た
。 

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の
版
木
が
残
っ

て
い
て
、「
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
出
火
、

本
堂
客
殿
共
に
焼
失
、
本
堂
再
建
が
自
力
で

は
困
難
ゆ
え
、
助
力
を
希
う

こ
い
ね
が

」
と
あ
り
、
も

う
片
面
に
は
観
音
堂
と
観
音
像
が
刻
ま
れ
て

い
る
。 

本
尊
の
十
一
面
観
音
立
像
（
室
町
時
代
の

作
）
は
、
安
産
の
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
西

方
寺
の
門
を
入
り
右
手
に
あ
る
観
音
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
。 

寺
跡
に
は
菱
田
区
集
会
所
が
建
っ
て
い
る
。 

【廃寺】 

ひ
し
だ 

（
長
福
寺
） 

十
七
番 

ち
や
う
ふ
く
じ 

 

本
尊
十
一
面
御
長
二
尺
八
寸 

 

是
よ
り
み
や
の
く
ち
へ
七
丁 

み
ち

（
道
）

と
ひ

（
問
）

し 

た
の

（
田
）

も
を

（
面
） 

す
ぎ
て 

い
る
て
ら
に 

と
く
の
り

（

説

法

）

の
み
を 

み
る
ぞ
た
う

（
尊
）

と
き 

 

十
一
面
観
音 
安
置 

 
 
 
 
 
 
 

西
方
寺 

長福寺の十一面観音の姿と観音堂の版木 

長福寺跡 

十一面観音立像 

西方寺・観音堂 
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